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はじめに

唾液腺は,我々臨床家にとっては境界領域に存

在する臓器組織で,その琴息を扱う紗療科は数科

に及んでいるものゝ,しかし逆に数診療科にまた

がっているだけに,これを専門とする研究者は少

なく,したがってその生理的機能ならびに病態に

ついての解明が充分になされていない臓器組織の

一つであることも事実であるO

著者らは,最近これら唾液腺組織において生理

的ならびに病的動態を検索する一助として,それ

ら組織内の遊離アミノ酸分画を検討する機会を得

たので報告する。

唾液腺に関する遊離アミノ酸分析はD分泌され

た口腔内の混合唾液について1)-ョ　また耳下腺

および顎下腹より分泌された個々の唾液について

9)-14)はなされているが,組織内の遊離アミノ

酸分画の分析については,著者らの猟捗し得た唾

液腺に関する文献1万余件の範囲内では未だ見当

らない。

実験材料

実験材料は, Fig. 1に示すごとく,昭和50年

5月より昭和51年8月までに琉球大学保健学部附

属病院耳鼻咽喉科において,頭頚部悪性魔窟の根

治的頚部廓清手術の際摘出された顎下腺11例お

よび耳下腺4例で,肉眼的に感性腰癌の浸潤のな

い,また炎症所見などない,正常と思われる部分

を実験に供した。
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また,手術的に摘出された慢性顎下腺炎組織6

例および耳下腺混合腫療組織1例についても,以

下のアミノ酸分析を行った。

実験方法

実験方法は,摘出唾液腺組織を可及的速かに秤

量細断し,9倍容の0.5^ピクリン酸溶液　て除蛋

白しながら, teflon homogenizerにてhom0-

genate L,上清液を樹脂Dowex Cl. 1×8,

200-400 meshに通し, evaporatorにて濃縮,

PH-2.2のクエン酸緩衝液を加え, Fig. 2のど

とく,全自動アミノ酸分析器JLC-6AH　にて,

必須アミノ酸7種,すなわちIsoleucine (以下

He.と略す) , Leucine(Leu. ), Lysine

(Lys. ), Methionine (Met. ), Phenylalanine

(Phe. ), Threonine (Thro ), Valine CVal.),

さらに必須アミノ酸10種,すなわち, Alanine

(以下Ala.と略す), Glycine(Gly.), Pr0-

line(Pro.), Glutamic acid(Glu.),

Serine (Ser.), Tyrosine (Tyr.),Aspartic

acid(Asp。), Cystine (Cys.), Histidine

(His.), Arginine(Arg.)の17種を分析測

定した。

なお,各遊離アミノ酸分画の含有量は′　新鮮組

織重量100ォt.あたりの含有量mg,すなわちm5%

にて表わした。
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Fig. 1. The cases in which the individual free amino acid levels of the

salivary gland tissue were analysed

1.I.Y、 48M

2. S.T. 58M

3. G.Y. 60M

4. K.M. 60M

5. C.U. 62M

6. K.M. 64M
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Fig. 2. Analysing method of individual amino acids

Analyser : JLC-6AH Automatic ion exchange

column chromatographic analyser

Resin　: LCR-2, two column method

Buffer　: Citrate Buffer, FH-5.28　for basic

and　3.25　and　4.25　for neutral and

acidic amino acids

Analysing Time : 6　hours

Temperature　　: 52℃
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実験成績ならびに考擾

I　唾液腺組織中の遊離必須アミノ酸分画につい

て

唾液腺組織中の遊離必須アミノ酸7種は,それ

ぞれはヾ 1-5W^の間で存在し,個々に大きな

ばらつきを示さず,その総量も15-20^^の間

で存在していた(Table 1)

まず,正常組織とみなした顎下腺組織11例と

耳下腺組織4例の遊離必須アミノ酸7種を,それ

ぞれその平均値で比較してみると,工Ie., Leu.,

Lys., Phe‥Val.,の5種は両者間にはヾ同

じレベルで存在し　Met　が顎下腺でやゝ少

なく　Thr.は耳下腺で低値を示していたoそし
て遊離必須アミノ酸7種の総和では,顎下腺組織

でやヽ高値を示す傾向を示していた。

なお,文献上唾液腺組織内の遊離必須アミノ酸

検索の報告は見当らないが,人唾液中については,

Kirschら1) 5)がIle., Lea,Lys‥ Phe.,

Thr.を証明し, Met.はわずかであったとし,

Goldbergら3)ら, Leu., Lys. Met‥　Phe.,

Val.を証明している。またHansonら11)は絶

食犬の耳下腺よりの唾液の中にLys.とThr.香

認め　He., Leu., Met., Phe., Val.を認め

ておらず,蛋白に結合した必須アミノ酸としては,

Leu., Lys. Thr., Val.を多く,Heり　Met.,

Phe.を少量認めている。そして　Lindsayら

12)13)は犬の耳下腺および顎下腺よりの唾液のそ

れぞれについて, "CでラベルしたLeu.とLys.
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を証明し　Phe.はわずかであったと報告してい

る。

つぎに,慢性顎下腺炎組織(6例)の遊離必須

アミノ酸分画をみてみると,正常顎下腺組織のそ

れらと大差はなく,全般にやゝ多い傾向を示し,

その総和でもやゝ多くなる傾向を示していた。ま

た,わずか一例ではあるが,耳下腺混合腰痛組織

では,正常耳下腺組織のそれらに比し, Thr.と

Val.の増加, Phe.の軽度低下を認め,その総

和では増加傾向を示していた。

Ⅲ　唾液腺組織中の遊離非必須アミノ酸分画につ

いて

唾液腺組織中の遊離非必須アミノ酸10種は,遊

離必須アミノ酸とは異なり, 0.10-40*?#の間

で存在し,そのばらつきは非常に大きく, Glu.

とAla.が10-4Ow&と多く, Asp.とGly.

が6-9野%とこれにつぎ. Tyr‥　Ser..Argり

Pro., His.が2-4"・^で, Cys.が少なく,そ

の総量も60-90呼%で存在していた(Table 2)0

正常の耳下腺組織と顎下腺組織の遊離非必須ア

ミノ酸分画は,その機能が異なるためか, Glu.

が38.89± 10.64野%と25.00±7.19^, Ala.

が22.50 ± 7.85m%と9.51 ± 5.08野%と顎下腺

組織に多く, Cys.は0.13±0.18野%と1.00±

0.61�"?%と耳下腺組織に多く,それぞれ大差

を示したが, Gly., Pro., Ser., Tyr.,

Asp., His., Arg.,の7種は誤差範囲内

の変動で,大差はないと判定されたOそして,

Table 1. Individual free essential amino acid levels in salivary glands(野%)

S ubnland ibu lar P aro tid G lan d

(N = 4 )

C h ron ic

Inf lam m a t ion
M ixe d T um or

G land
o f Su bm andibu la r

G land

o f P aro tid

G land

(N = ll ) CN = 6 ) CN = 1 )

I soleu c in e 1.18± 0.42 1.4 1±0.40 1.53±0.55 1 4̀5

L eu cin e 2.69 ±1.01 2.59士0.4 1 3.58±1.26 3.33

L y s in e 4.38± 1.73 4.12± 0.57 5.02± 1.60 4.13

M eth ion in e 0.88 ±0.38 1.65± 0.89 1.06±0一36 0.69

P h en y la lan ine 2.06± 0.96 1.77± 0.34 2.24±0.59 1.60

T h reon in e 3.89士 1.05 1.67士 0.37 3.88ア 1.43 6.70

V a lin e 2.28± 0.60 1.7 1± 0.2 3 2.99±0▼98 3.68

T o ta l 17.35士 4.71 14.92± 1.77 20.30±4.13 2 1.57
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これら遊離非必須アミノ酸の総和では,顎下

腺組織に91.74士20.84野%と多く,耳下腺組

織に61.45±16.75^^と少なく,明らかな差

があることが判明した。

なお,文献上唾液腺組織中の遊離非必須アミノ

酸検索の報告は見当らないが,人唾液中について

は, Kirschら1)が, Gly‥ Pro., Glu.,Ser.,

Tyr., Cys., His., Arg.を証明,とくにGlu.,

Arg., Gly.。を多く認め, Hawkinsら10)は人耳

下腺唾液中にTyr.を証明し　Hansonら11)は

絶食犬の耳下腺唾液中にAla. , Gly. , Glu. ,

Ser., Asp., His.を認め,またArg., Pro.,

Cys.を少量認め, Tyr.を認めておらず,蛋白

質に結合した非必須ア-ミノ酸としてAla., Gly.,

Pro., Glu‥　Ser‥ Tyr., Asp., Arg.を認め,

Cys.とHis.がやゝ少なかったとしている。ま

た, Lindsayら12)13)も犬の耳下腺および顎下

腺よりの唾液のそれぞれについて　14Cでラベル

したAla‥　Gly., Pro., Glu., Asp.,His.,

Arg.を証明している。

つぎに,慢性顎下腺炎組織(6例)の遊離非必

須アミノ酸分画については,正常顎下腺組織の

それらに較べて, Ala.とPro　が少なくなって

おり, Tyr.もやヽ低値を示し,またCys.がや

ゝ高値を示していた。そして,遊離非必須アミノ

Table　2. Individual free non-essential

寛はか

酸の総和では,やゝ低値傾向を示していた。また,

耳下腺混合腰痛では正常耳下腺組織に較べ, Ala.,

Gly‥ Ser.が多く, Pro., Asp., Cys.が少

なくなっており,とくにAla.の増加とAsp.の

減少が顕著であった.そして,これら遊離非必須

アミノ酸の総和では著変を示さなかった。

Ⅲ　唾液腺組織における遊離アミノ酸の代謝経錯

よりの分析

唾液腺組織における遊離アミノ酸をその代謝経

路によりglucogenic　な経路をとるアミノ酸,

ketogenicな経路をとるアミノ酸,およびその他

のアミノ酸に分類して検討してみた(Table　3)。

すなわち,アミノ酸の脱アミノ化によってでき

てくるケト酸の代謝には二つの経路があり,一つ

は炭水化物の代謝物によるglucogenic　な経路

で,もう-つはケトン体を生成するketogenic

な経路である　glucogenicな経路をとるアミノ

酸は,アミノ酸のうちでピルビン酸やトリカルボ

ン酸サイクルに入ることのできるもの,またグル

コースやグリコーゲンにも転換できるもので,

Alanine, Glycine, Proline, Valine,

Arginine, Glutamic acid, Cystine,

Aspartic acid, Threonine, Serine　がこ

の経路をとり, ketogenic　な経路をとるアミノ

amino acid levels in salivary glands
(野%)

S u bm and ibu la r P a ro t id G lan d

C h ron ic

In f lam m a tion

o f S u bm an dibula r

M ixed T um or

o f P arot id

G land

(N = 4 )

G land G lan d

(N = ll ) (N = 6 ) CN = n

A lan ine 22.50± 7.85 9.51± 5.08 13.56± 4.27 17.50

G ly c ine 7.65± 3.82 5.9 8± 1.12 9.90± 1.08 8.76

P r o !ine 2.11± 0.96 1.18± 0.69 1.06± 0.36 0.64

G lu tam ic ac id 38.8 9± 10.64 25.00± 7.19 36.24± 9.58 2 2.98

S er m e 3.28 ± 0.66 2.81± 1.2 1 3.51± 0.78 4.04

T yros in e 3.63± 1.62 3.4 4± 1.80 2.67± 0.56 3.82

A sp ar tic ac id 8.72士 2.69 7.43± 2.40 8.49土 2.99 1.77

C ys tine 0.13± 0.18 1.00± 0.6 1 0▼43± 0.2 1 0,40

H is lld ine 1.92± 0 .94 2.03± 0.87 1.66± 0.6 1 2.59

A rg in ine 2.9 1± 1.32 3.06士 0.7 3 3.20± 1.04 2.61

T o ta l 9 1.74± 20.8 4 6 1.45± 16.7 5 80.72± 13.8 1 6 5.l l
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酸はアセチルーCoAあるいはアセト酢酸をつく

るもので、 Leucine , Isoleucine, Phenyla-

lanine, Tyrosineがこの経靖をとる15)~17)。

そこで,まず正常唾液腺組織におけるこれら代

謝経路により分類された遊離アミノ酸グループを

検討してみると, glucogenicなアミノ酸は顎下

腺組織に多く,耳下腺組織に少なく,明らかな相

異を示すのに反し, ketogenic　なアミノ酸およ

びその他のアミノ酸は両唾液腺でほとんど差を示

していない.そして,遊離アミノ酸の総量につい

ては, glucogenicなアミノ酸量の差かそのま、

反映して,顎下腺組織に多く,耳下腺組織に少な

いことが明らかとなった。

このように, glucogenicなアミノ酸のみに差

が認められることは,両唾液腺組織におけa'エネ

ルギー代謝に相異があるためではなかろうかと考

えられた。

つぎに,慢性覇下腺組織中における遊離アミノ

酸の代謝経路による分析では,正常顎下腺組織に

較べて　glucogenicなアミノ酸のみがやヽ低下

しているのみで, ketogenicなアミノ酸および

その他のアミノ酸に著変を認めず,また遊離アミ

Table　3.　Free amino acid levels in

47

ノ酸総量についても大差を認めていない.したが

って,慢性顎下腹では,エネルギー代謝に関連し

て,アミノ酸が低下してきているのではないかと

考えられた。

わずか一例ではあるが,耳下腺混合腰痛組織に

おいては, glucogenicなアミノ酸がやゝ増量し,

ketogenic　なアミノ酸およびその他のアミノ酸

に著変を認めず,その遊離アミノ酸総量はやヽ増

量を示しており,やはりエネルギー代謝に関連し

て遊離アミノ酸が変動しているように思われた。

以上　唾液腺組織内の遊離アミノ酸分画分析の

検討結果をまとめてみると,まず耳下腺と額下腺

とは遊離アミノ酸構成の上からも相異がみられ,

個々の相異については今後症例を増して検討され

るべきと考えるが,全体的にみて,それら遊離ア

ミノ酸の相異は,エネルギー代謝に関連しての相

異と考えられた。また,炎症および腫癖に関して

の組織内遊離アミノ酸の変動についても,やはり

エネルギー代謝に関連してのものと推測されたが,

わずかな症例での検討結果であるので,今後の検

索に待ちたい。

salivary glands according to the

classification of amino acid metabolic pathways

Am ino Acid M etabolic Pathway
Total

G lucogenic Ketogenic O thers

Submandibular G land

(N = in

Parotid Gland

(N = 4)

Chronic Inflammation

of Subm andibular G land
(N = 6J

M ixed Tumor

of Parotid G land
(N = 1)

92.35±21.12

59.36±14.86

83.26±14.81

69.07

9.57士3.51

9.21±2.59

10.02±2.69

10.20

7.17±2.62

7.80±1.98

7.74士2.14

7.41

109.09士24.25

76.37士18.42

101.01士16.73

86.68
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ま　と　め

唾液腺組織における生理的ならびに病的動態を

検討する一助として,頭頚部悪性腰痛の根治的勤

部廓清術時摘出された顎下腺11例および耳下腺

4例の正常組織部分,ならびに慢性顎下腺6例お

よび耳下腺混合腫療1例について,唾液腺組織内

遊離アミノ酸17種を全自動アミノ酸分析器JLC

-6A汀にて分析測定した。

耳下腺と顎下腺とは,組織内遊離アミノ酸の組

成の上からも明らかな相異を示し,これはエネル

ギー代謝の相異に関連するものと考えられた。

唾液腺の炎症ならびに腫癌に関しても,組織内

エネルギー代謝に関連して遊離アミノ酸が変動し

ていることが推測された。
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In order to evaluate the amino acid metabolism in the salivray glands under physiological and

pathological conditions, the seventeen different individual free amino acid levels (Isoleucme,

Leucine, Lysine, Methionine, Phenylalanine, Threonine, Valine, Alanine, Glycine, Proline, Glutamic

acid, Serine, Tyrosine, Aspartic acid, Cystine, Histidine and Arginine) were analysed by the column

chromatographic method with automatic amino acid analyser (JLC - 6AH)

The specimens were obtained from the eleven submandibular glanbs and the four parotid glands

which were removed at the radical neck dissection of the malignant tumors in head and neck

regions and were not injured macroscopically, the six submandibular glands with a chronic in-

flammation, and the parotid gland with a mixed tumor.

The results of the present study were summarized as follows :

1.　It is considered that the differences of the free amino acid levels in the tissues between

submandibular and parotid glands were caused according to the differences of the energy

metabolism in the tissues.

2.　The differences of the free amino acid levels in the salivary gland tissues with a chronic

inflammation and a tumor were also found in the amino acid which are related to the energy

metabolism in the tissues.


